






実証プラント規模試験について 

硝酸根分解設備の実証プラント規模試験装置は、実設備の設計を基に、プロセスの鍵となる分

解槽を実機 1/1スケールにて製作する。 

単に廃液を移送するような箇所を除き、実設備と同一の配管径、勾配等や機器配置を再現した

装置とし、実機スケールにおける撹拌による均一性、処理性能等を確認する。 

実証プラント規模試験装置の概略系統図を下記に示す。 

 主な確認項目（表－１参照）

 撹拌による均一性の確認

1/25 スケールの工学規模試験結果から推定した回転数を基に回転数を変動させ、槽内

の触媒の分散状態から、推定値が最適値であることを確認する。

 槽内液温度の制御性の確認

硝酸根分解時の槽内の液温分布から、温度制御性を確認する。

 処理性能確認

上記の最適操作条件下で、実機スケールにおいて硝酸根分解率 90％以上が達成できる

ことを確認する。

 還元剤の供給ノズル数及び供給速度を変更した場合の影響確認

還元剤の供給ノズル数を変更し、均一性及び分解反応への影響を確認する。

 条件変動時のプロセス成立性の確認

条件を変動させ硝酸根分解試験を実施し、変動時の影響を確認する。

 触媒分離用フィルターの不具合発生確認

触媒分離用フィルターが目詰まりすることなく触媒の分離や処理済液の抜き出しが行え

補足資料－３ 

図 実証プラント規模試験装置の概略系統図 
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ることを確認する。 

 実証プラント規模試験実施までの概略スケジュール

実証プラント規模試験実施までの概略スケジュールを以下に示す。

表 実証プラント規模試験実施までの概略スケジュール 

時期 実施内容 備考 

１年目 設計 実設備の設計を基に、試験場所の環境に応じた試験装置の

配置、配管設計を実施。主な対象は以下のとおり 

・分解槽の構造設計、分解槽周りの配管設計

・オフガス処理設備の機器，ダクト設計

・ユーティリティ設備の機器，配管設計

2年目 製作/設置工事/触

媒の製造 

触媒は、現状、触媒メーカーに製造ラインが整備されておら

ず、手作業（昼夜３交替）で製造予定。 

3年目 試験  実設備と同一スケールで、所定の性能が得られること等を確

認。 

以 上 
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8月

～4日 ～11日 ～18日 ～25日 ～2日 ～9日 ～16日 ～23日 ～30日

津波による
損傷の防止

事故対処

内部火災

溢水

その他
/工事進捗

LWTFの計画変更
セメント固化設備及び
硝酸根分解設備の設置

○実証プラント規模試験の実施と
硝酸根分解技術の再評価
○セメント固化設備の技術的成立
性について（4/20面談資料の改
訂）
○実証規模プラント試験対象外と
した根拠について

○TVF保管能力増強に係る
一部補正

▽:面談 ◇:監視チーム会合

廃止措置の状況

その他

ガラス固化処理の進捗状況

○LWTFにおける外部事象 に関す
る評価について

工程洗浄

東海再処理施設の安全対策に係る面談スケジュール(案)

○TVF浸水防止扉の耐震補強
設計及び工事の計画

○事故対処設備の
保管場所の整備
(アクセスルートの検討)

○PCDF斜面補強
(PPフェンス移設を含む)
設計及び工事の計画
(機電設備)

〇代替措置の有効性

○HAW内部火災対策工事
設計及び工事の計画

○TVF内部火災対策工事
設計及び工事の計画

○HAW溢水対策工事
設計及び工事の計画

○TVF溢水対策工事
設計及び工事の計画

廃止措置計画変更認可申請に係る事項

6月 7月

令和3年

面談項目
(下線:次回変更審査案件)

令和3年6月29日
再処理廃止措置技術開発センター

安
全
対
策

▼3

▼3

▼24 ▽29

▼17

◇5

▼10

※H31.3.20申請の許認可の取り扱いによっては、面談項目及び実施時期を必要に応じて見直し。

▼24

▼24

◇5

◇5

▼22

◇5

▽8

▼24▽29

▽29

▽29 ▽15

▽15 ▽29

▽15

▽29
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